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自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
、
こ
の
一
年
間
、「
憲
法
を
仕

事
と
暮
ら
し
に
生
か
そ
う
」
と
運
動
し
て
き
ま
し
た
。

賃
金
破
壊
に
大
増
税
、
社
会
保
障
制
度
の
悪
化
、
異
常
と

も
言
え
る
今
の
日
本
の
実
態
は
、
憲
法
と
相
反
す
る
動
き
の

中
で
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
７
月
１６
日
の
定
期
大
会

で
一
年
間
の
た
た
か
い
を
総
括
し
、
方
針
を
確
立
し
ま
す
。

０４
賃
金
確
定
闘
争
は
、
６
年

連
続
で
の
年
収
削
減
は
阻
止
し

た
も
の
の
、
賃
金
据
え
置
き
、

「
給
与
構
造
を
見
直
し
」
の
具

体
化
を
報
告
に
示
す
も
と
で
の

た
た
か
い
で
し
た
。「
三
位
一

体
改
革
」
に
よ
る
自
治
体
財
政

破
壊
、
総
務
省
に
よ
る
「
退
職

時
特
昇
の
廃
止
」
の
指
導
の
中

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

１１
月
５
日
に
、
公
務
・
民
間

労
働
組
合
の
実
行
委
員
会
で

「
賃
下
げ
、
首
切
り
反
対
、
全

県
労
働
者
決
起
集
会
」を
開
催
。

７
０
０
名
の
仲
間
が
名
古
屋
市

内
を
デ
モ
行
進
す
る
な
ど
、
共

同
闘
争
を
広
げ
ま
し
た
。

豊
橋
で
は
調
整
手
当
の
削
減

が
提
案
さ
れ
、
蒲
郡
や
西
尾
、

知
立
な
ど
住
居
手
当
の
見
直
し

提
案
等
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

攻
撃
を
跳
ね
返
す
た
め
、
総

学
習
を
強
め
、
蒲
郡

社
福
労
で
は
、
数
年

ぶ
り
に
総
学
習
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
た

た
か
い
の
山
場
で

は
、
名
古
屋
で
は
、

１１
月
８
日
に
決
起
集

会
、
１２
月
８
日
「
補

助
金
カ
ッ
ト
反
対
・

市
民
犠
牲
許
す
な
」

市
役
所
前
座
り
込
み

行
動
、
尾
東
地
区
協
で
は
、
１１

月
２４
日
、
長
久
手
町
役
場
前
で

早
朝
決
起
集
会
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
少
な

く
な
い
単
組
で
何
ら
か
の
重
点

要
求
（
育
児
時
間
の
取
得
期
間

の
改
善
、
子
の
看
護
休
暇
制
度

の
改
善
、
臨
時
職
員
の
忌
引
休

暇
取
得
、
わ
た
り
の
改
善
、
年

末
年
始
手
当
引
上
げ
等
）
を
前

進
さ
せ
ま
し
た
。

確
定
闘
争
後
も
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
を
背
景
に
、
通
勤
手
当
削

減
な
ど
手
当
に
対
す
る
攻
撃
は

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
栄
町
で
は
、一
方
的
な「
と

う
え
い
温
泉
」
へ
の
異
動
提
案

に
対
し
、県
下
の
力
を
集
中
し
、

異
動
を
撤
回
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、倉
田
さ
ん
支
援
で
は
、

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
と
西
三

河
地
区
協
は
事
務
局
幹
事
と
し

て
、
運
動
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

２
年
連
続
で
全
国
的
な
規
模

で
ト
ヨ
タ
総
行
動
で
ト
ヨ
タ
を

包
囲
し
、
最
賃
闘
争
で
は
、
愛

知
の
最
低
賃
金
を
２
円
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

�
０５
人
勧
に
向
け
、「
給
与

構
造
の
基
本
的
な
見
直
し
」
の

内
容
を
徹
底
し
署
名
を
進
め
ま

す
。
中
央
行
動
を
成
功
さ
せ
、

見
直
し
阻
止
の
取
り
組
み
を
展

開
し
ま
す
。

�
０５
確
定
闘
争
で
は
、
組
合

員
が
要
求
の
正
当
性
に
確
信
を

持
ち
、
た
た
か
い
に
展
望
が
も

て
る
総
学
習
を
進
め
、
生
活
改

善
も
と
め
て
要
求
前
進
に
奮
闘

し
ま
す
。

�
手
当
抑
制
攻
撃
に
対
し
て

も
た
た
か
い
ま
す
。

�
臨
職
・
パ
ー
ト
な
ど
不
安

定
雇
用
労
働
者
の
賃
金
・
手
当

改
善
、
組
織
化
に
全
力
を
あ
げ

ま
す
。

�
ト
ヨ
タ
総
行
動
な
ど
、
大

企
業
の
社
会
的
責
任
を
追
及
す

る
た
た
か
い
を
重
視
し
、
賃
金

底
上
げ
、
最
賃
闘
争
、
公
契
約

運
動
を
進
め
ま
す
。

民民
主主
的的
でで
、、安安
心心
しし
てて
働働
くく
ここ
とと

のの
でで
きき
るる
職職
場場
づづ
くく
りり
めめ
ざざ
しし
てて

憲憲憲
法法法
改改改
悪悪悪
、、、大大大
増増増
税税税
路路路
線線線
ををを
許許許
さささ
ずずず

みみみ
んんん
ななな
ののの
力力力
ででで
要要要
求求求
前前前
進進進
ををを

給与構造見直し許すな�総務省前で怒り
のコール＝６・２４中央行動

�
自
治
労
連
作
成
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
活
用
し
、
憲
法
学

習
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
や
地
区
協
議

会
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

�
１１
月
３
日
、
３３
氏
の
呼
び

か
け
に
よ
る
「
憲
法
９
条
を
守

ろ
う
・
県
民
の
つ
ど
い
」
が
名

古
屋
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

３
、
２
０
０
名
の
参
加
者
で
会

場
が
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
２２
日
に
は
、
９
０
０
人
が

参
加
し
、「
あ
い
ち
九
条
の
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
九
条
の

会
は
、
全
国
で
１
７
０
０
を
超

え
て
組
織
さ
れ
、
愛
知
で
も
地

域
・
職
域
な
ど
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

�
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵

で
は
、
１１
月
１４
日
、
第
８
回
こ

ま
き
平
和
集
会
に
約
４
０
０
名

が
参
加
。
守
山
か
ら
の
自
衛
隊

派
兵
に
反
対
し
、１
月
１６
日「
愛

知
県
民
集
会
」
を
守
山
・
山
下

公
園
で
開
催
。
千
人
の
人
間
の

鎖
で
自
衛
隊
駐
屯
地
を
包
囲
し

ま
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
、

２
年
と
な
る
３
月
１９
日
に
は
、

久
屋
広
場
で
、「
九
条
」
の
人

文
字
に
、
二
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

�
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
あ

た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
要

請
団
に
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

か
ら
７
名
が
参
加
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
世
論
を
突
き
動
か
し
て

い
ま
す
。

�
昨
年
「
改
正
」
さ
れ
た
年

金
法
の
安
心
の
根
拠
が
崩
れ
、

実
施
中
止
求
め
る
署
名
運
動
、

介
護
保
険
の
改
悪
に
反
対
す
る

署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

�
秋
の
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
で
、
介
護
保
険
の
保
険
料

の
単
独
減
免
が
４１
自
治
体
、
利

用
料
の
単
独
減
免
は
３１
自
治
体

に
広
が
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
医

療
の
無
料
制
度
で
は
、
３
自
治

体
以
外
の
自
治
体
で
県
を
上
回

る
助
成
と
な
り
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

憲
法
見
直
し
は
、
戦
争
放
棄

の
第
９
条
だ
け
で
な
く
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
な
ど
、
全
面
的

な
改
悪
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

憲
法
を
職
場
と
暮
ら
し
に
生

か
し
て
こ
そ
、
権
利
の
拡

充
、
暮
ら
し
改
善
が
可
能

で
す
。

�
憲
法
学
習
を
広
げ
、

憲
法
改
悪
反
対
・
憲
法
生

か
せ
の
世
論
を
広
げ
ま
す

�
「
自
治
体
九
条
の

会
」「
職
場
九
条
の
会
」「
地

域
九
条
の
会
」な
ど
を
広

げ
ま
す
。

�
小
牧
基
地
の
強
化
、

名
古
屋
港
へ
の
軍
艦
入
港

な
ど
、
有
事
法
制
の
具
体
化
に

反
対
し
ま
す
。

�
被
爆
６０
年
、
戦
争
・
被
爆

の
実
相
広
げ
、
核
兵
器
廃
絶
を

め
ざ
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
に
取
り
組
み
ま

す
。
被
爆
６０
年
企
画
を
成
功
さ

せ
ま
す
。

�
「
教
育
基
本
法
改
悪
」
に

反
対
し
ま
す
。

�
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
や

消
費
税
を
は
じ
め
と
し
た
国
民

負
担
を
押
し
付
け
る
大
増
税
路

線
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
展

開
し
ま
す
。

�
政
府
が
狙
う
年
金
一
元
化

を
許
さ
ず
、
最
低
保
障
年
金
求

め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

�
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
制
度
の
拡
充
を
求
め

ま
す
。

	
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税

（
保
険
料
）
未
納
者
の
増
加
に

対
し
、
安
易
な
保
険
証
の
取
り

上
げ
、
短
期
証
発
行
な
ど
許
さ

ず
、
制
度
改
善
を
求
め
ま
す
。

（
裏
面
に
続
く
）

運運
動動
をを
発発
展展
ささ
せせ
悪悪
政政
をを
スス
トト
ッッ
ププ

憲憲
法法
をを
仕仕
事事
とと
くく
らら
しし
にに
生生
かか
すす

元気の出る集会に全国の仲間６００人が集う＝６月３日～４日

定定期期大大会会議議案案
ダダイイジジェェスストト版版

自衛隊はイラクから撤退せよ�「九条」守ろうと３．１９平和集会
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組
定
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大
会
＆
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〈
尾
北
地
区
協
・
江
南
市
職
〉
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�
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
や
住
民

の
諸
要
求
実
現
の
運
動
で
は
、

保
育
父
母
の
会
ネ
ッ
ト
（
蒲

郡
）、「
市
民
犠
牲
を
許
す
な
連

絡
会
」で
の
予
算
要
求
行
動（
名

古
屋
）、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
化

問
題
ア
ン
ケ
ー
ト（
名
水
労
）、

要
求
交
流
集
会
（
名
古
屋
）、

保
育
懇
談
会
の
開
催
（
豊
橋
）

合
併
に
関
わ
っ
て
保
育
時
間
の

変
更
問
題
で
改
悪
阻
止
（
新

川
）
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

�
第
７
回
地
方
自
治
研
究
全

国
集
会
に
は
愛
知
か
ら
７２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

�
保
育
部
会
は
県
下
全
保
育

所
訪
問
を
粘
り
強
く
取
り
組

み
、
医
療
部
会
も
公
立
病
院
訪

問
を
実
施
、
現
業
評
議
会
は
給

食
ま
つ
り
を
行
い
、
懇
談
や
対

話
、
住
民
と
の
共
同
の
取
り
組

み
を
広
げ
ま
し
た
。

�
「
介
護
・
福
祉
」「
交
付

税
削
減
反
対
、
平
和
と
民
主
主

義
・
公
契
約
」
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
２
回
の
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

�
住
民
こ
そ
主
人
公
の

名
古
屋
を
作
る
た
め
、
名

古
屋
市
長
選
挙
に
積
極
的

に
奮
闘
し
ま
し
た
。
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�
住
民
の
暮
ら
し
が
悪

化
し
て
い
る
も
と
で
、
住
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
と
の

共
同
を
広
げ
、
暮
ら
し
と
人
権

を
守
る
自
治
体
め
ざ
し
ま
す
。

一
自
治
体
一
共
同
を
実
践

し
、
自
治
研
活
動
を
全
て
の
単

組
で
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

来
年
（
２
０
０
６
年
）「
第

４８
回
全
国
自
治
体
学
校
」
が
名

古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。発
表
・

交
流
で
き
る
よ
う
実
践
を
つ
み

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

�
職
場
懇
談
や
住
民
懇
談

会
・
予
算
要
求
懇
談
会
な
ど
、

住
民
の
暮
ら
し
守
る
施
策
の
充

実
、
地
域
住
民
と
の
共
同
運
動

を
広
げ
ま
す
。

�
保
育
・
病
院
分
野
で
の
職

場
訪
問
の
到
達
点
に
た
っ
て
、

仕
事
の
充
実
目
ざ
す
活
動
を
進

め
ま
す
。
学
校
給
食
は
、
給
食

祭
り
や
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動

な
ど
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

�
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
、

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
を
許
さ
な
い

た
た
か
い
を
展
開
し
ま
す
。

現評の仲間がとりくんだ名古屋給食
まつり（鶴舞公園）５

月
１
日
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
で
行
な
わ
れ
た
集
会
に
は
、

広
島
・
秋
葉
市
長
や
長
崎
・
伊

藤
市
長
も
発
言
さ
れ
、唄
あ
り
、

踊
り
あ
り
。
ド
イ
ツ
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
、
核

兵
器
の
廃
絶
の
署
名
を
も
ら
う

な
ど
、
平
和
を
巡
る
運
動
や
連

帯
の
輪
が
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
も
実
感
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

へ
の
要
請
団
が
大
き
な
前
進
を

切
り
開
い
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
の
核
保
有
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
「
核
兵
器
廃
絶
」
を
正
面

に
据
え
た
ア
メ
リ
カ
で
は
じ
め

て
の
大
行
動
で
、
世
界
の
運
動

と
世
論
が
ア
メ
リ
カ
政
府
を
包

囲
す
る
新
た
な
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。第
二
に
、こ
の
行
動
を

世
界
市
長
会
議
、欧
州
会
議
、全

米
市
長
会
議
が
支
持
し
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、自
治
体
、国
・
政
府
レ
ベ
ル

で
の
共
同
し
た
統
一
行
動

へ
と
発
展
し
、
核
兵
器
も

戦
争
も
な
い
流
れ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
流
れ
を
踏
ま
え
、
核
兵

器
廃
絶
の
運
動
を
一
層
進

め
、「
国
民
平
和
行
進
」や

「
広
島
・
長
崎
世
界
大
会
」

な
ど
成
功
さ
せ
、
核
兵
器

廃
絶
さ
せ
る
世
論
を
一
層

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
自
治
体
・

労
働
者
め
ざ
し
、地
方
自
治
の
拡
充
を

�
新
規
職
員
の
組
織
化
で

は
、
青
年
が
実
行
委
員
会
な
ど

を
立
ち
上
げ
歓
迎
会
な
ど
開
催

し
、
加
入
促
進
の
奮
闘
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
９
単
組
で
１

０
０
％
加
入
を
達
成
し
ま
し

た
。�

臨
時
職
員
の
組
織
化
で

は
、
確
定
闘
争
で
臨
時
・
パ
ー

ト
の
要
求
で
た
た
か
っ
た
単
組

や
歓
迎
会
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
名
古

屋
市
職
労
・
半
田
市
職
・
蒲
郡

市
職
・
西
尾
市
職
・
新
川
な
ど

で
組
織
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

�
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
木

曽
川
町
職
労
は
一
宮
市
役
所
労

働
組
合
に
名
称
変
更
を
行
い
組

織
を
拡
大
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
川
町
職

労
、
西
枇
杷
島
町
職
労
が
組
織

統
合
し
、
清
須
市
職
労
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

豊
川
市
職
労
は
、
一
宮
町
と

の
合
併
を
見
据
え
て
加
入
促
進

ビ
ラ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

�
春
と
秋
の
総
学
習
、
総
対

話
は
、
毎
回
１
万
人
が
参
加
す

る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

機
関
紙
は
、
要
求
づ
く
り

か
ら
、
学
習
ま
で
組
合
員
に
直

接
知
ら
せ
、
元
気
の
出
る
組
合

の
大
き
な
武
器
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

２
０
０
５
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
青
年
部
主
催
の
横
浜
・

横
須
賀
平
和
ツ
ア
ー
は
、
参
加

者
９２
人
の
参
加
で
成
功
さ
せ
ま

し
た
。
新
規
職
員
学
習
会
、
歓

迎
会
と
単
組
の
新
規
職
員
の
組

織
化
に
向
け
て
も
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。
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運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

は
、
労
働
組
合
運
動
の
影
響
力

を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

雇
用
形
態
の
違
い
を
超
え
て
自

治
体
や
自
治
体
関
連
職
場
に
働

く
職
員
す
べ
て
に
視
野
を
広

げ
、
組
織
拡
大
を
図
る
こ
と
、

元
気
な
職
場
・
労
働
組
合
活
動

を
進
め
る
た
め
に
、
組
織
強
化

を
図
り
、
運
動
を
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
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�
春
日
井
な
ど
新
規
組
合
員

の
共
済
学
習
会
を
開
催
し
、
共

済
の
拡
大
を
す
す
め
ま
し
た
。

�
自
治
体
合
併
で
は
、

新
川
、
西
枇
の
統
合
で
新

た
な
組
織
加
入
の
型
を
検

討
、
一
宮
市
労
組
が
共
済

加
入
拡
大
を
同
時
に
行
う

な
ど
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
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�
自
治
労
連
共
済
を
組

合
員
の
組
織
化
、
未
加
入
の
組

織
化
な
ど
、
組
織
強
化
拡
大
と

結
合
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

�
組
織
共
済
の
全
単
組
加
入

と
個
人
共
済
の
対
組
合
員
比
を

当
面
２０
％
、
将
来
的
に
３０
％
を

目
標
に
加
入
者
拡
大
を
す
す
め

ま
す
。
安
い
掛
金
で
大
き
な
保

障
を
得
る
自
治
労
連
共
済
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

組
織
を
拡
大
・
強
化
し

運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

署名を訴える名古屋市職労の参加者

◆
庭
の
あ
じ
さ
い
が
雨
の
中
か

が
や
い
て
い
ま
す（
市
川
雅
美
・

蒲
郡
市
職
）◆
６
月
１
〜
３
日
、

３
日
間
に
わ
た
り
給
食
試
食
会

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
日
も
お

い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
け
て
良

か
っ
た
で
す
（
鶴
田
澄
子
・
名

古
屋
市
職
労
）
◆
清
須
市
職
労

の
誕
生
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
団
結
を
力
に
ま
す
ま

す
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
（
安

藤
富
久
・
小
坂
井
町
職
労
）◆
昨

日
、
職
場（
教
育
支
部
）の
本
部

団
体
交
渉
報
告
集
会
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
も
か
と
い
う
よ

う
な
毎
年
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
っ
ち
ゃ

う
の
か
本
当
に
不
安
。
。
若
い

人
達
は
も
っ
と
不
安
で
し
ょ
う

ネ
。
。
明
る
い
話
題
も
ほ
し
い

ネ（
中
村
秋
枝
・
豊
橋
市
職
労
）

◆
も
う
す
ぐ
梅
雨
入
り
。
天
気

も
気
分
も
晴
れ
ま
せ
ん
（
青
山

清
孝
・
瀬
戸
市
職
労
）
◆
万
博

の
お
土
産
い
た
だ
く
た
び
に
我

が
家
は
い
つ
行
こ
う
か
と
。
予

想
で
き
な
い
天
候
と
混
雑
ぶ
り

（
竹
内
弘
子
）
◆
初
め
て
ク
イ

ズ
を
解
き
ま
し
た（
高
野
弘
子
・

岩
倉
市
職
）
◆
カ
ラ
梅
雨
か
と

思
い
き
や
恵
み
の
雨
と
喜
ぶ
べ

き
？（
杉
浦
智
佳
・
西
尾
市
職
）

職職
場
の
声声

７月７日の合併を前に清須市職労を結成
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６
月
２３
日
尾
北
地
区
協
と

江
南
市
職
の
共
催
で
、
憲
法

学
習
会
を
江
南
市
民
文
化
会

館
で
開
催
し
、
全
体
で
５２
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
地
区
協
議
長
が
あ
い

さ
つ
。
鍵
谷
恒
夫
氏
（
弁
護

士
・
自
由
法
曹
団
）
が
「
憲

法
改
正
と
地
方
自
治
」
と
題

し
て
講
演
。
鍵
谷
氏
は
、
憲

法
と
は
人
権
宣
言
と
人
権
を

守
る
仕
組
み
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
憲
法
が
出

来
た
経
過
と
憲
法
９
条
の
意

義
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
保
護
法
と
地
方
自

治
体
に
関
わ
っ
て
は
、
国
民

保
護
計
画
の
ね
ら
い
が
、
国

民
の
精
神
を
緊
張
さ
せ
有
事

の
訓
練
を
さ
せ
る
も
の
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
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６
月
２６
日
（
日
）、
臨
時

職
員
の
組
織
強
化
と
言
う
こ

と
で
イ
タ
リ
ア
村
と
セ
ン
ト

レ
ア
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
家
族
含
め
て
４１
人

の
参
加
（
組
合
員
１３
人
、
非

組
２１
人
）。
行
き
と
帰
り
に

平
和
と
組
合
の
学
習
会
を
し

ま
し
た
。
臨
時
協
議
会
か
ら

組
合
の
紹
介
も
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
参
加
費
は
千
円
。

安
い
と
言
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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名
水
労
（
６
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

山
本

雅
之

副
委
員
長

近
藤

睦
美

〃

大
井

丈
二

書

記

長

水
谷

達
也

書
記
次
長

佐
賀

達
也

新
役
員
紹
介

〈
瀬
戸
市
職
労
女
性
部
〉

Ｎ Ｐ Ｔ
再検討会議

報告�
長坂圭造
県本部
書記長

核
兵
器
廃
絶
の
世
論
を
広
げ
よ
う
�


